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7 月 1 日から 毎
週
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す

東
京
都
・
2
3区
役
所

国
お
よ
び
東
京
都
の
動
向

労
働
時
間
の
矩
韜
は

、
豊
か

で
ゆ
と
り
の
あ
る
国
民
生
活
の

実
現
や
内
需
の
拡
大
、
人
材
確

保
な
ど
の
㈲
か
ら
、
国
全
休
で

取
り
柤
む
亟
要
な
課

。題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
国
で
は

、
人
事

院
の

「
完
全
週
休
二
日
制
は
平

成
4

年
度
の
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
実
施
す
る
こ
と

」
と
い

う
勧
告
を
受
け
て
、
平
成
4
年
5

月
か
ら
中
央
官
庁
や
国
会
、

裁
判
所
な
ど
の
国
の
機
関
に
お

い
て
、
毎
週
の
土
曜
日
を
「
休

み
」と
す
る
完
全
週
休
二
日
制

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
国
の
動
向
を
ふ
ま

え
、
東
京
乱
に
お
い
て
も
本
年
7

月
か
ら
完
全
週
休
二
日
制
の

実
施
決
定
を
し
て
い
ま
す
。

他
区
な
ら
び
に
足
立
区
の
対
応

2
3区
に
お
い
て
は

、「
特
別
区

閉
庁
問
題
検
討
委
員
会

」
を
設

汽
し

、・国
や
東
京
乱
と
あ
わ
せ

て

、
完
分
週
随

一
日
制
の
一
斉

実
鵆
に
向
け
て
倹
討
し
て
孝
ま

し
た
。

こ
の
5
月
「
特
別
区
長
会
」

は
、
完
全
週
休
二
日
制
の
7
月
1

囗
実
施
に
向
け
て
、
各
区
が

関
連
条
例
の
改
正
案
を
区
議
会

に
提
出
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た

。皿
立
区
で
は

、5

月
2
6日
に

臨
時
区
議
会
木
会
議
を
開
催
し

。東
京
都
足
立
区
の
休
日
を
定

め
る
条
例
ご
「
啝
京
都
足
皀
区
職

肖
の
動
務
時
間
、
休
日

、
休
暇

等
に
闃
す
る
条
例

」
の
改
正
案

を
審
議
し
た
結
果
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

開
・
閉
庁
部
門
の
分
類

足
立
区
で
は
、
こ
れ
ら
一
通

の
動
き
に
対
応
す
る
た
め
、
ど

の
部
門
の
仕
事
に
つ
い
て
、
毎

週
の
土
曜
日
を
休
み
に
で
き
る

か
、
と
い
う
こ
と
の
検
討
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
土
曜
日
の
開
・

閉
部
門
を
表
1
・
2
の
と
お
り

と
し
、
施
設
に
よ
っ
て
は
、
土

曜
日
を
従
来
ど
お
り
閧
庁
し
、

区
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
F
を
き
た

さ
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を

区
役
所
は
、
区
民
の
皆
さ
ん

の
身
近
な
仕
甲
を
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
今
後
と
も
区

民
サ
ー
ビ
ス
の
改
胯
や
、
仕
事

の
一
屑
の
効
率
化
な
ど
に
努
め

ま
す
の
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

な
お
、
完
全
週
休
二
日
制
に

伴
う
「
代
替
サ
ー
ビ
ス
」
等
に

つ
い
て
は
、「
あ
だ
ち
広
然
6

月
2
5日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。く

わ
し
く
は
、
本
庁
忿
(
千

庄
)・
皀
両
課

　
(
3
8
8
2

了
1
1
1

㈹
へ
。

東京23 区・足立区

区
役
所
は
、
7月
か
ら

毎
週
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

● 屆 。 。 、文 齔 ・ス ポ ー り1 ㎜ な と 心 蹶 飄

と し て_ も= し ま 亨・

● 群 し く は 、区のt 瞿11 奪 を ご ● く だ さ し丶。

表1 土曜日に開庁する施設

表2 土曜日に閉庁する施設

図書館などは土曜日も開庁しています

区議会議長・副議長
決 ま る

5
月
2
6日
に
、
足
立
区
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、

議
長
に
鹿
浜
清
議
員
(
自
由
民
主
党
)
、副
議
長
に
忍

足
和
雄
議
員
(
公
明
党
)
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

鹿浜 清議長忍足和雄副議長

平
成
4
年

春
の
叙
勲
・
褒
章

区
関
係
で
1
2人
が
受
章

平
成
4
年
舂
の
叙
勲
・
褒

章
の
受
章
者
が
発
表
さ
れ
、

区
関
係
で
1
2人
の
方
々
が
受

章
さ
れ
ま
し

た
。区

で
は
6

月
2
日
に
叙
勲
、
褒
章
の
受

章
者
を
招
き
、
永
年
に
わ
た

る
社
会
へ
の
功
労
に
対
し
感

謝
し
、
祝
福
し
ま
し
た
。

今
回
の
受
章
者
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。(

敬
称
略
)

Λ
叙
勲
者
V

▽
に
岡
達

次
郎
(
8
1歳
丁
勲
六
等
単
光

旭
日
章
▽
中
村
長
平
(
7
0
歳
)

・
:
勲
六
等
単
光
旭
日
章
▽
吉

川
美
子
(
7
4
歳
了

勲
六
等
宝

冠
章
▽
荒
木
俊
一
(
6
6歳
了

勲
六
等
瑞
宝
章
▽
川
田
良
造

(
7
2歳
了
勲
六
等
瑞

宝
章
▽
長
谷
川
豊
司
(
7
7

歳
子
勲
六
等
瑞

宝
章
▽
林
清

二
7
2
歳
)
・
:勲

六
等
瑞
宝
章
▽
保
坂
金

治
(
7
4

歳
丁

勲
六
等
瑞
宝
章
▽

本

間

晴

男
(
6
1

歳
)
・
・
・
勲

六

等

瑞

宝

章

▽
藤
田
留
作
(
7
0歳
丁
勲
七

等
瑞
宝
章

Λ
褒
章
者
▽

ワ
井
口
停
(
6
8

歳
子
黄
綬
褒
章
▽
光
新

運
送
株
式
会
社
…
紺
綬
褒
章

区議会第2 回定例会

議場でミニコンサート
も開催―6月9日―

区
議
会
第
2
回
定
例
本
会

議
が
次
の
日
程
で
開
会
さ
れ

ま
す
。
本
会
議
は
、
ど
な
た

で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

日
程

▽
6
月
9
・
1
0・
1
1
　

・
2
4日
、
い
ず
れ
も
午
後

1
時
か
ら

な
お
、6
月
9
日
(
火
)

に
は
、
開
会
前
に
議
場
で
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ド
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

本
庁
舎
(
千
住
)

・
区
議
会
事
務
局

(
3
8
8
2
)
1
1
1
　

1
㈹

5 月26 日に 行 わ れた ミニ コ ンサ ー ド

6 月5 日 号 主 な内 容

平成3 年度下半期財政状況
歯の衛生週間
み ん な の 健 康 ( 2) ( 3) 面

みどりとしょうぶまつり
不燃化促進助成事業案内 ( 4) ( 5) 面

< らしの情報 ( 6) ( 7) 面

情報コーナー ( 8) 面
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平
成
3
年
度
下
半
期

財
政
状
況
を公
表
し
ま
す
区の家計簿

区
で
は
、
区
の
財
政
の
実
態
を
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、財
政
状
況
の
公
表
を
{ほ
年
2
回
、6
月
と
1
2月
に
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
は
、

平
成
3
年
変
ド
寥
朋
の
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
、そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。(

図
表
は
、
平
成
4
年
3
月
3
1日
現
在
の
も
の
で
曹

平
成
3
年
度
各
会
計

予
算
執
行
状
況

千住河原町住区センター

うきうき訛の温水プ ール

平
成
3
年
度

一
般
会
計
予
算
現
額
構
成
比

モダンになった竹ノ塚駅東口広場

y

手

牛ジ

回ヲ

リフレッシュした老人会館

区民負担の概要

特別区債の現在高

3
年
度
下
半
期
に

行
っ
た
主
な
事
業

▽
高
齢
者
集
劭
住
宅
の
整
㈲

∵
老
人
性
白
内
障
人
工
水
品
体

(眼
内
レ
ン
ズ
)の
助
成
事
業

∵
区
民
保
養
所
等
の
受
け
窓
口

の
一
木
化

T
予
防
河
原
町
僅
区
セ
ン
タ
ー

の
建
設

▽
牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
ボ
ッ
ク
ス

の
設
置

▽
新
基
本
構
想
の
策
定

▽
鳥
5
用
水
覡
水
水
路
の
整
尚

∵
北
モ
庄
駅
地
ド
自
山
通
路
の

改
修

T
竹
ノ
塚
駅
東
口
広
場
の
改
良
T

補
助
第
2
9
5吩線
新
芝
川
鴫
梁

の
建
設

▽
舎
人
日
号
公
園
の
造
成

▽
不
住
大
川
端
公
園
の
造
成

▽
谷
在
家
東
公
園
の
改
良

▽
ス
イ
ム
ス
ボ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

う
き
う
き
館
の
建
設

▽
老
人
会
館
の
改
修

▽
防
災
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
の

整
備

▽
法
定
地
区
計
圃
事
業

ら
い

ち
ょ
う
公
㈲
・
区
画
街
路
1
5
　

サ
問
合
せ
先

ね
庁
舎
♀
住
)
　

・
予
算
課

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1
㈹

あ
い
ネ
ッ
ト
で
保
餮
所
の
申
し
込
み
を
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た
い
せ
つ
に

歯
は
一
生
の
宝
物

歯
の
衛
生
週
間
6
月
4
日
～
1
0日

日
常
、
意
識
せ
ず
に
使
わ
れ

て
い
て
、
失
っ
て
初
め
て
そ
の

あ
り
が
た
さ
を
知
る
も
の
の
一

つ
に
「
歯
」
が
あ
り
ま
す
。

東
京
都
は
「
た
い
せ
つ
に
蘭

は
一
生
の
宝
物
」、さ
ら
に
「8
0
2
0

運
動
の
推
進
」(
8
0
歳
で
2
0

本
の
歯
を
残
す
週
動
)
を
愆

点
目
標
に
か
か
げ
て
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。下

の
グ
ラ
フ
で
わ
か
る
ぶ
っ
に
、4
0

歳
以
上
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が

歯
周
病
(
歯
そ
う
の
う
る
つ
)

が
原
因
で
歯
を
失
っ
て
い
る
の

で
す
。

□
歯
周
病
の
症
状

出
血
し
た
り
、
歯
が
浮
い
た

り
、
口
が
ネ
バ
ネ
バ
し
た
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。こ

れ
ら
は
大
き
な
兆
侯
で
す
。

む
し
歯
に
比
べ
て
症
状
が
地

味
な
た
め
、
見
逃
し
て
し
恚
つ

こ
と
が
多
い
の
で
す
。

□
歯
ぐ
き
の
検
査
、
相
駁

区
内
の
保
健
所
・

保
健
相
談
所
で
は
、4
0

歳
、5
0歳
。6
0歳

の
節
目
健
診
に
歯
ぐ

き
の
検
査
を
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
歯

科
医
師
に
よ
る
相

談
、
歯
周
病
予
防
教

室
も
予
定
し
て
い
ま

す
。
く
わ
し
く
は
、

各
保
健
所
、
保
健
相

談
所
へ
。

歯を失う原因

親
子
で
取
り
組
む
「
8
0
2
0

運
動
」
-
い
い
歯
フ
ォ
ー
ラ
ム
ー

日
時
6
月
9
日
(
火
)
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
3
時

場
所

中
央
本
町
保
健
相
談
所

対
象
3

歳
以
上
の
幼
児
と
そ

の
親

定
員

観
子
2
0組

パ
ネ
ラ
ー

歯
科
医
師
、
保
健

婦
、
栄
養
士
、
子
育
て
中
の

区
民
の
方

内
容

子
育
て
は
歯
育
て
。
希

望
者
に
は
歯
科
相
談
を
行
い

ま
す

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

な
ご
や
か
な
食
卓
づ
く
り
は
楽

し
い
会
話
か
ら
「
食
生
活
講
演
会
」

楽
し
い
雰
囲
気
で
お
い
し
く

食
べ
る
こ
と
は
、
心
を
な
ご
や

か
に
し
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

日
時
6
月
2
6
日
(
金
)
、午
後
　

1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

講
師

石
河
昭
英
氏
(
評
論
家
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

中

央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

6 月の 献血

ご協力ください

愛
の
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
日
程
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

受
付
時
間

い
ず
れ
も
午
前
1
0
　

時
I
午
後
3
時
3
0分
(
昼
食

・
休
憩
時
間
を
除
く
)

問
合
せ
先

葛
飾
赤
土
子
血
液

セ
ン
タ
ー

　
(
5
6
8
2
)

2
8
0
1

、本
庁
舎
(
千
住
)

・
保
健
予
防
係

(
3
8
8
2
T
1
1
1

㈹

6 月の献血予定

お
酒
で
悩
ん
で
い
る
方

酒

害

相

談

飲
酒
が
原
因
で
家
族
関
係
や

仕
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
人
、

お
酒
が
や
め
ら
れ
な
い
で
困
っ

て
い
る
人
を
対
象
に
、
定
期
的

に
酒
害
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す

。一
人
で

悩
ま
ず
に
ま
ず
は
、

保
健
婦
ま
で
お
電
話
で
ご
相
談

く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

各
保
健
所
・
保
健

相
談
所

みんなの健康
足 立 保 ● 所 　38554151

干 住 保 儺
所 　3888- 4277

工 北 保 健 相 談 所 　3896- 4i 〔XM
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171
中 央 本 町 保 ● 相 談 所 　38& 〕- 5351
本行き( 干住)・保健予防係 　3882- 1111 ㈹

あなたのそばに
います
ダニにご用心

□
梅
雨
期
に
は
ご
注
意
を
　

う
っ
と
う
し
い
梅
雨
の
季

節
に
問
題
に
な
る
の
は
、
気

密
性
の
高
い
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
で
の
ダ
ニ
と
カ
ビ
で
す

。

カ
ビ
は
発
生
す
れ
ば
目
に
ほ
一

え
ま
す
が

、
ダ
ニ
は
人
間
の

目
に
見
え
な
い
く
ら
い
小
さ

く
、
食
品

。
畳

。
ほ
こ
り
な

ど
至
る
所
に
い
ま
す
。
ま
た

湿
気
や
温
か
い
所
を
好
む
の

で

、
梅
雨
か
ら
夏
に
か
け
て

大
量
に
発
生
し
て
被
害
を
お

よ
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

・

ダ
ニ
の
被
害

▽
人
を
刺
す

▽
人
に
不
快
感
を
与
え
る

▽
人
に
病
気
を
起
こ
す
(
ア

レ
ル
ギ
ー
性
ぜ
ん
息
な
ど
)

・
ダ
ニ
の
退
治
法

最
近
、
畳
や
じ
ゅ
う
た
ん

に
発
生
す
る
ダ
ニ
の
被

害
が
増
え
て
い
ま
す
。

畳
に
発
生
し
た
と
き

は
、乾
燥
処
理
(
畳
乾
燥

車
な
ど
)
を
行
っ
た
後
、

薬
剤
(
防
虫
紙
な
ど
)
を
使
い

ま
す

。
梅
雨
の
前
に
防
虫
紙

を
畳
の
下
に
敷
く
と

、
さ
ら

に
効
粱
的
で

す
。

ま
た
、
饐
段
か
ら
部
堋
の

風
通
し
釁
よ
く
し
た
り

、
電

気
掃
除
機
を
こ
ま
め
に
か
け

る
こ
と
が
大
切
で
す

。

□
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
　

「
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

」
と

思
っ
た
ら
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

相
談
・
問
合
せ
先

足
立
保
健
所
・
環
境
衛
生

担
当

　
(
3
8
5
5
)
4
　

千
住
保
健
所
・
環
境
衛
生

担
当

　
(
3
8
8
8
)
4
　

ま
た
は
本
庁
ま

千
住
)
・

防
疫
指
導
係

　
(
3
8
　
8
2
T
1
1
1

㈹

ヶ ラ カ ロプ シ ス

( ツメダニ類)

平成3 年 度
公 文 書 公 開

実施 状 況情
報
公

開

区
民
の
方
の
利
用
が
増
え
て
ま
す

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
住
み
良
い
足
立

区
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

区
が
保
有
し
て
い
る
情
報

を
、
区
民
の
皆
さ
ん
等
の
謂

求
に
基
づ
い
て
公
開
す
る

盜
文
書
公
開
制
度
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。

平
成
3
年
度
の
実
施
状
況

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

公
文
書
公
開

の
請
求
件
数

は
、
1
0
1
件
、
9
1

人
の
方
が
請
求

さ
れ
ま
し
た
。

請
求
の
あ
っ

た
情
報
で

、
該
当
す
る
公
文

書
の
全
部
を

「
公
開

」
決
定

し
た
も
の
が
7
5
件
、二

部
公

開

」
が
1
6
件
で

。
公
開
率
は
9
2
%

で
す

。

一
方
、「
非
公
開

」
決
定
し

た
も
の
が
2
件

、
該
当
す
る

公
文
瓣
が
不
存
在
の
も
の
が
6

件
、
取
り
下
げ
は
2

件
で

し
た

。

平
成
3

年
度
の
特
徴
は

、

区
民
に
よ
る
請
求
が
前
年
度

と
比
べ
て
1
2
人
か
ら
2
5
人
と

倍
増
し
た
こ
と

、
ま
た
、
教

育
委
員
会
関
連
の
請
求
が
全

体
の
3
0
%
で

、
前
年
度
よ
り
1
0

ポ
イ
ン
ト
増
え
た
こ
と
で

す

。こ
の
こ
と
か
ら

、
こ
の
制

度
が
区
民
に
浸
透
し
て
き
た

こ
と

、
教
育
行
政
に
関
心
が

高
い
こ

と
が
う
か
が
え
ま

す

。次
だ
、従
来
、「
全
部
公
開

」

と
し
て
扱
っ
て
い
た

「
老
人

ク
ラ
ブ
会
長
名
簿
」
に
つ
い

て
は
、
住
所
・
電
話
番
吁
ば

個
人
情
報
に
該
当
す
る
と
い

う
こ
と
で
ぺ

一
部
公
開

」に

変
更
し
ま
し
た

。

次
に
、
そ
の
内
容
を
み
る

と

、「
全
部
公
開
」
さ
れ
た
公

文
書
に
は

、「
社
会
教
育
委
昌

会
会
議
録

」「
学
校
給
食
民
間

委
託
関
連
の
委
託
契
約
菁
・

仕
様
魯
・
業
者
名
簿
等
」「
教

育
課
程
届
行
事
予
定
表
」「
医

療
機
関
名
薄

」「
指
名
参
加
登

録
業
者
名
簿
」「
舎
人
新
線
関

連
の
調
査
委
託
仕
様
鉗
」「
橋

梁
台

帳
」
な

ど
が
あ
り
ま

す

。ま
た
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護

、
法
人
の
利
益

を
損
な
う
、
区
政
の
適
正
な

執
行
膏
叨
げ
る
等
の
理
由
か

ら
、
公
文
書
が
二

部
公
開

」

と
な
っ
た
も
の
に

、「
食
品
営

業
許
可
台
帳
」「
老
人
ク
ラ
ブ

会
長
名
簿

」「
学
校
の
体
罰
関

運
の
文
書
等
」「
小
中
学
校
の

理
由
別
長
期
欠
席
者
数
」「
標

識
設
置
届
(

事
前
説
明
会
の

報
告
書
)
」「
建
築
確
認
に
伴

う
構
造
設
計
図

」
な
ど
が
あ

り
ま
す

。

さ
ら
に

、
同
様
の
理
由
で

公
文
鏘
の
全
部
が
罪

公
開

」

と
さ
れ
た
も
の
は
、「
公
害
の

苦
情
受
付
簿
≒
体
罰
事
件
に

係
る
都
教
委
報
告
文
匐
」
で

す

。公
文
喬
が
不
存
在
で

。
公

開
で
き
な
か
っ
た
も
の
に

は

、一
。北
千
住
西
口
再
開
発
に

係
る
公
聴
会
開
催
に
闃
す
る

文
斟
」「
体
罰
事
件
に
係
る
処

分
・
措
置
内
容
の
記
載
さ
れ

た
文
書
≒
登
校
拒
否
児
童
・

生
徒
の
進
級
・
卒
業
・
除
籍

・
原
籍
留
置
等
の
実
態
」
な

ど
が
あ
り
ま
し
た

。
な
お
、
足
立

区
公
文
書
公
開

条
例
で
は
、
区

の
二

部
公
開
」

や
「
非
公
開
」

の
決
定
に
対
し

て
、
請
求
者
が
不
服
申
し
立

て
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、平
成
3
年
度
は
、

こ
の
不
服
申
し
立
て
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
公
開
制
度
は
。
区
民

だ
け
で
な
く
。
公
開
請
求
の

理
由
を
示
す
こ
と
が
で
き
る

方
な
ら
ど
な
た
で
も
利
用
で

き
ま
す
。

請
求
の
手
続
き
は
、随
時
。

情
報
公
開
課
の
窓
口
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

場
所
・
問
合
せ
先

杰
7
舎

♀
庄
)
・
哢
報
公
開
課

八
3
8
8
2
T
I
I
I
　

㈹
、
ま
た
は
中
央
禀
町
庁

舎
・
情
報
公
開
課
分
室
　

　
へ
3
8
8
0
)
5
0
0
1

1 実施機関別請求件数および処理状況

2 請求者の内訳
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たのしさ 盛りだくさん
6 月13・14日 みどりとしょうぶま つり

うっとうしい梅雨なんて吹き畷ばせ6 月13・

日日の2 日「既 しょうぷ沼公園でビッグイペント

ーみどりとし ょうぶまつりが斤われます、しょう

ぶの化の観賞はもちろん、花と破の阪売コーナー

あり、ふれあい動物園あり、と家族そろって余し

める内容になっています、ぜひお山かけください、

お楽しみコーナーのプログラム

ま つ り
案

内
日眄6月13・14日、午前司眄～7後4眄
塀 所 しようぷ君公謳( 足i l区徊2- Xl ・1)

交 通 翊下霸干代田締北綾却駅下● 77ぐ
公髓には皿車場がありません。自血申でのご来場はご月
宙ください。

後 援 綾爾町会自冶会適合会 一足n 区商E5街・岡組合適合会

・ 黄 鯛潮町会自治会姻人適合会・飽元商店街

岡合せ先 本庁售(干佳)・繍|ヒ係

( 3882) 1111 〔代〕
水と皿仭公社

( 3838) 8126

み
ど
り
の

情
報

緑の大敵
アメリカシロヒトリ

を退治しよう

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は

、

しヽ
冂
と
8

冂
の
り
2

回

卜
十

し
、吃
t
に
陂
害
を
も
た
ら
す

害
虫
で
す

越
で
し
た
サ
争

キ
か
囗
い
ふ

き
な
ガ
に
な

。
て
丞
川
し

。6

川
巾
口
に
卵
か
か
え
り
ま
す

功
虫
-
じ
虫

・
サ
ナ
キ

ー汲
出

・
ダ
ー
永
郎

・
劫
巾
と
な
り
、
8

り
に
2
回
口
の
濫
害
が
出
ま

す
6
川
に
完
煢
に
吐
冶
す
ね

は
。
8
月
に
は
ほ
と
ん
ど
発
り
y

せ
ん

□
樂
の
見
つ
け
万

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は
、

蘖
の
両
側
に
酊
か
っ
て
唄
を
つ

く
?
す
叨
め
は
、
哽
の
だ

リ
だ
け

を
癶

し
て
食
べ
る
の

で
、
蘖
が
冷

て
に
え
孚

う

に
な
り
ま
す

啝
の
う
ち
に
単
な
す
る
の
が
M

も
幼
火
が
あ
り
ま
す

町
人

で
嶇
川
す
る
プ
ラ
タ
ナ
ス
、叭

囘
、
匿
な
ど
は
特
に
皿
廿
し
て

覿
察
し
て
く
だ
さ
い

□
集
を
取
り
除
く
に
は

叫
を
叺
つ
け
た
ら
、
そ
の
に

″
'を
切
り
踏
み
つ
ぶ
す
か
、
す

ぐ
に
焼
川
し
レ
七

た
さ
い
9
'
I
j

囗
も
収
置
す
る
と
、
幼
巾

が
散
り
て
し
ま
い
ま
す

見
つ

け
し
た
い
叭
頸

し
て
く
だ
さ

ア
x
リ
カ
シ
ロ
匕
ト
リ
は
、

。
酉
に
兒
t

す
る
た
め
、
駟
辿

も

。
西

に
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま

せ
人

χ
‥家
濯

の
寸
軻

叭
・
恚

に
つ
い
て
は
、
卜
口
乙
に
駟
譟

の
肖
ぼ
か
あ
り
ま
す

心
さ
か
ふ
a

以
匸
七
あ
る
叭
‘。

气

。心
。
6
癶
卜
閲
の
吃
教
な
と

似
。冶
が
ぶ
稚
な
刈
爬
は
、
こ

川

よ
く
だ
さ
い
‘
瓷
浅
乍
气

・
い
湎
、
函
M
は
、
管
叩
j
が
駟

涵
-
ま
す

・
啝
池
威
で
駆
除
す
る

右
の
た
め

に
、
各
K
尺
事
悗
所
に
薬
元

と

倡
刀
濆
大
'醂
を
な
鰐
し
、
回
し

出
し
て
い
ま
す

問
合
せ
先
む
卜
右
‥
-
、
い
り
。

訪
。々

指
刄
匳

s
j
8
8
り
・
、
・
1
1
1
1
t

園

芸

教

室

日
眄
し
日
・
7
日
・
川
口
・
　

り
便
-
?
り
3
冂
の
y
3
t
W

囗
・
j
I
回
、
气
暖
1
畤～
　

3
-
吁

対
象

卜
飛
ハ
ト
の
べ
民

内
容

ミ

涵

陟
の
n

て
り

定
員

測
人

他
濕
・

費
用

≒
卜

申
込
が
法
澂
-
乱
、
ま
た
は
眄
　

擅
恣
囗

申
込
期
限
6

川
1
1囗

囑
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

と

气
会
館

豐
3
8
5
9

・
9
7
3
2

「
ほ
た
る
の
夕
べ
」

し
ば
ら
く
中
止
し
ま
す

皿

愧
6

川
卜
。印
に

心
渕
汀
'

八
園
で
0
1
り
て
い
た

ほ
た
る

の
9

ベ
ース

。
印
は
、
乍
初
同
の

建
ぷ
L
j

の
た
め

。
巾
ふ
し
ま

リ
K
吸
6

り
6

冂
に
は
、
心
ひ

た
く
さ
ん
の
ほ
た
る
を
こ
覧
い

た
だ
け
る
y
-
に
こ
り
こ
う
そ

こ
關
巧

く
だ
さ
い

問
合
せ
先

巾
い
に

灯
万
力
i
　

ぺ
泌

冊
理
卜

S
一
3
i

囗
一
う
り
・
6
1

初
夏

の

香
り

夏
花
品
評
会

図
内
の
ぞ
さ
吸
冢
か
卜
吶
こ

め
て
八
燃
し
た
・
兄
仙
。、
ユ
り
な

‥こ
心
M

宀
邸
9

い
し
ま
コ

ま
た
、
口
り
死
の
乱
乱

兄

卜
1
0
0し

や
鉢
物
な
ど
の
川
尤

を
阿
い
ま
す

日
眄
6

冂
畄
冂
、
犬
叫
l
畤

I
5
叶
、
-
0
月
1
7
卜
ご
1
旧
　

9
時
I

削
乍

塲
所

所
蒭
友
興
斤

問
合
せ
先

巾
央
岑
町
7
卜‥
・

售
浬
係

魯
、
3
8
8
0
5
1
1
8

暮らしの安全をまちぐるみで
不燃化促進助成事業

「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

は
'
K

立
区

の
重
点
施
策
の
ひ
と
つ
。
そ
の
一
環
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
の
が
不
燃
化
促
進
助
成
寧
業
で

す
。
こ
の
事
業
は
、
都
市

防
災
上
の
整
懈
が
必

要
な
地
域
を
不
燃
化
促
進
区
域
に
指
定
し
、
区

域
内
で
一
定
の
基
準
に
あ
っ
た
燃
え
な
い
建
初

を
逹
て
る
方
に
、
工
搴
費
の
一
部
を
助
成
す
る

も
の
で
す
。

不 燃 化 促 進 助 成 事 業j を 利 用 し て 建 て た 耐 火 建 築 物

表1 助 成 内 容

助
成
対
象
・
助
成
金
額
は
…

不
燃
叱
促
池
区
域
内
で

、
燃

え
な
い
世
初
岑
硅

て
て
助
成

を
戞
け
る
に
は

、
建
築
墨
9

法
な
ど
に
適
す
る
こ
と
が
必

嘗
と

な
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ

か
に
多
9
の
条
件
か
あ
り
ま

す

。
瓦
l

参
心
回

ま
た
、
助
吸
企
額
は
衣
り
・

の
と
お
り
で

す
。

表2 一般建皸 成の例

□ ● 搴 食 の金 額 は、皿成4 年 畷- 渣奩 麟 で す。

● 卜 皿 釁 椣 とは 、 肋 氓対 ● l - 3 階 ま
c c 四 夸畛 く) 匹 冫 詞 効な 床1 驥の き
尠 でi 。( 宅 灣 ● 櫚 の 皿 築l る ●・ ・畢 売 部

分 を 負な る 皿四 に ついr は 茗1 ● い が 曷
りi 冫)

● - -・ の 蹈 区 に つy・てほ 、区 の 屡 磨の みr i ,

不
燃
化
促
進
区
域
は
…

不

叫
叱
促
産
区
域
は
図
の

と
お
り
で
す
。
巾
火
本
町
・

晦
島
地
区
以
外
の
地
X
は

。

心
路
の
両
側
お
お
む
ね
3
0
S

の
区
岐
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
峨
に
つ
い
て
く
わ
し
い
こ

と
は
、
ま
ち
つ

く
り
課
へ
お

問
い

わ
せ
く
だ
さ
り

表3

建
て
替
え
る
な
ら
今
が
チ
ャ
ン
ス

夲
燃
化
促
進
助
吸
一
万
-

助
吸
川
川
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す

み
3

琴
副
ッ

面

便
令

を
受
け
る
に
は
、
こ
の
川
間

内
に
建
砺
り
凖
衣
に
叺
つ
く

険
a
済
皿
か
七
t
と
な
り
よ

す

迚
で
卜
え
を

検
乱
し
て
い
る
あ

な
た

ぜ
ひ
こ
の

吸
会
に
蕚
を
実
『現

さ
せ
ま
し
ぷ
う

問
合
せ
先

岑
げ

ざ

不
住
;

ま

ち
づ
く
り
ダ
　
S
3
8
8
2

-
1
1
1

吭

一
メ
ーフ
渟
な
デ
ザ
イ
ン
で
安
全
な
建
初



1992 年( 平成4 年) 6 月5 日あ だ ち 広 報第954 号 ( 6)

くら し の
情
報

本庁舎( 千住) への お問 い 合わせ は …

3882- 1111( 代)
本 庁 舎 以 外 へ の お 問 い 合 わ せ は
そ れ ぞ れ の 電 話 番 号( 緑 色) へ 。

年

金

国
民
年

金

6
0歳
の
説
明
会

年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給

手
続
き
に
つ
い
て
、
印
歳
を
迎

え
た
方
を
対
象
に
。
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

日
時
6

月
2
5日
永
)
、午
前

1
0時
と
午
後
2
時
の
2
回

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
、
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

対
象

昭
和
7
年
7
月
2
日
～

8
月
1
口
生
ま
れ
の
方

奈
対
象
者
に
は
、
別
に
通
知
し

ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

国
民
年
金
課
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1
　

ご
存
じ
で
す
か

保
険
料
の

免
除
制
度

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

ら
れ
な
い
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
将
来
年
金
を
受
け
と
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
甼
哢
や
病
気
な
ど

の
理
山
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
に
は
、
保
険

料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

申
請
は
、
用一民
年
金
屎
ま
た

は
、お
近
く
の
区
民
事
務
所
へ
。

氷
印
か
ん
。
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の
(
年
金
手
帳
・
納
付
書
)

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
学
生
の
方
で
免
除
を
希
望
す

る
場
合
は
、
必
要
壽
類
が
龕
い

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎

。

国
民
年
金
屎
保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

国

民

年

金

年
金
額
の
改
定

国
民
年
金
の
年
金
額
が
、
平

成
4
年
4
月
分
か
ら
、
表
1
の

と
お
り
、
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。な

お
、
新

年
金
額
で
の

支
払
い
は
、6

月
(
4

、5

月
分
)
か

ら
で
す
。

問
合
せ
先
　

中
央
本
町

庁
舎
・
国

民
年
金
課

給
付
係
　

　
(
3
8
　
8
0
)
5
　
1
t
o
r
n

表1 平成4 年度年金額表

平成4 年度スライド 率3. 3%

空
室
が
利
用
で
き
ま
す
1
塩
原
林
間
字
園

税

金

改
正
さ
れ
ま
し
た

特
別
区
民
税

・
都
民
税

平
成
4
年
度
の
個
人
住
民
税

が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

□
非
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

Ⅲ
所
得
割
に
つ
い
て

所
得
金
額
が
3
4万
円
×
(
本

人
、
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び

扶
養
親
族
の
合
計
数
)
+
1
9万

円
(
改
正
前
1
5万
円
)
以
下
の

方
は
非
課
税
と
な
り
ま
し
た
。

恋
均
等
割
に
つ
い
て

所
得
金
額
が
3
4万
円
×
(
本

人
、
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び

扶
養
親
族
の
合
計
数
)
+
8
万

円
(
改
正
前
4
万
円
)
以
下
の

方
は
非
課
税
と
な
n
ま
し
た
。

※
単
身
者
で
、
所
得
割
・
均
等

割
が
非
課
税
と
な
る
所
得
は
、

前
年
ど
お
り
3
4万
円
以
下
の
場

合
に
限
ら
れ
ま
す
。

□
み
な
し
法
人
課
税
に
つ
い
て

平
威
6
年
度
分
の
個
人
住
民

税
か
ら
、
み
な
し
法
人
奎
選
択

し
た
場
合
の
課
税
の
特
例
措
置

が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

く
わ
し
く
は
、
中
央
本
町
庁

舎
・
課
税
課
へ
。

(
3
8
8
0
)
5
0
8
1

特別区民税・都民税
の 納 税 通 知 書

8 日に発送します

個
人
で
直
接
特
別
区
民
税
・

都
民
税
を
納
め
る
方
に
、
平
成
4

年
度
分
の
納
税
通
知
鏘
を
お

送
り
し
ま
す
。

第
1
期
分
の
納
期
限
は
6
月
3
0

日
で
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い

よ
う
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る

方
に
つ
い
て
は
、
各
金
融
機
関

に
直
接
振
替
の
手
続
き
を
と
り

ま
す
。

※
平
成
4
年
度
の
課
税
証
明
書

は
、6
月
8
日
か
ら
発
行
し
ま

す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

課
税
課

(
3
8
8
0
)
5
0
8
1

「
あ
だ
ち
の
用
水
路
」
展

好
評
開
催
中
-
郷
土
博
物
館

生
活
環
境

水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

に
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工

事
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
2
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
道
局
小
菅
分

室

(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
費
の
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
が
あ
り
ま
す
。
工
事

前
に
申
請
し
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

計
画
調
整
課
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表2 水洗化可能地域

諏
訪
木
西
公
園

の

休

園

諏
訪
木
西
公
園
は
、
工
事
の

た
め
、6
月
上
旬
か
ら
平
成
5

年
3
月
F
甸
ま
で
休
園
し
ま

す
。
ま
た
、
公
園
東
側
部
分
の

み
平
成
6
年
3
月
下
旬
ま
で
、

引
き
続
き
休
園
し
ま
す
。

問
合
せ
先

中
央
本
町
庁
舎
・

公
園
課

(
3
8
8
0
)
5
2
6
1水面が輝く荒川と虹の広場

募

集

臨
時
職
員

仕
事
の
内
容

障
害
幼
児
の
生

活
指
導

資
格

保
母

勤
務
日
敵
等
週
5
日
、午
前
　

9
時
3
0
分
～
午
後
3
時
叩
分

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

啝

部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

幼
児
指
導
係
(
梅
島
3
-
3
1

-
『
1
9
』

(
3
8
4
9
)
1
3
7
癶『
』

衛
生
試
験
所

臨
時
職
員

仕
事
の
内
容

検
査
補
助

資
格

必
要
あ
り
ま
せ
ん

募
集
人
数
1

名

勤
務
日
数
等

週
2
～
3
日
、

午
前
9
時
～
午
後
4
時

貢
金

日
額
5
千
5
3
0円(
交
通

実
費
日
額
3
6
0
円
ま
で
支
給
)

問
合
せ
先

衛
生
試
験
所

(
3
8
8
0
)
5
3
7
0

住
区
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

従

事

者

仕
事
の
内
容
小
学
生
(
1
　

～
3
年
生
)
の
保
育
な
ど

勤
務
時
間
月
～
土
曜
日
　

の
、午
前
9
時
～
午
後
5
　

時
、
午
後
1
1
5
時
の
口

I
テ
ー
シ
ョ
ン
(
週
2
4時

間
程
度
)

謝
礼
1

時
間
あ
た
り
7
9
0円

※
こ
の
ほ
か
に
、
名
前
を
登

録
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本

町
庁
舎
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
1
9
9

表3 住区センタ ーボランティア募集施設

箏は事務、弩は児童館、梦は学童保育靈担当です

相

談

交
通
事
故
相
談

日
時
日
・
祝
日
を
除
く
肓
　

貝
午
前
9
時
～
午
後
4
　

時
王

曜
日
は
正
午
ま

で
)

相
談
内
容

示
談
方
法
、
損

笘
額
積
算
、
保
険
関
係
な

ど
申
込
・
問
合
せ
先

木
庁
舎

宇
佐
)
・
区
民
相
談
室

行
っ
て
み
よ
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り

み
ど
り
の
季
節
に
「
第
6

回
ふ
れ
あ
い
広
場
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ま
つ
り
」
を
行
い
ま

す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
お
い
で

く
だ
さ
い
。

日
時
6
月
7
日
百
)
。午
　

前
1
0
時
～
午
後
4
時

場
所

西
綾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
、
弘
道
小
学

校
内
容
1

日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ラ
リ
ー
、
晋
翆
-
、
フ
ラ

ワ
ー
コ
ー
ナ
ー
バ
ザ
ー
、

手
作
り
講
習
会
、
車
い
す

試
乗
コ
ー
ナ
廴

手
話
コ

ー
ナ
ー
、
相
談
等

□
福
祉
機
器
展

日
時
6
月
2
　
～

8
日
、
午
　

前
1
0
時
～
午
　

後
4
時

場
所

西
綾
瀬
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー

ー

い
ず
れ
も
L
卜

問
合
せ
先

西
稜
瀬
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

西
綾

瀬
4
1
5
-
6
(

弘
道
小

学
校
前
)

(
3
8
8
0
)
8
5
1
0
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仕

事

求人・求職は
サービス
センター

ゆう へ

□
内
職
に
適
し
た
仕
事
は
あ
り

ま
せ
ん
か

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
で

は
、
内
職
や
パ
ー
ト
の
求
人
・

求
職
の
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い

ま
す
。

事
業
主
の
方
で
。
家
庭
で
で

き
る
簡
単
な
手
仕
事
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
ぐ
だ

さ
い
。

□
家
庭
で
内
職
を
し
た
い
方
・

パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
き
た
い
方

備
え
つ
け
の
求
人
票
で
、
自

分
に
合
っ
た
仕
事
が
選
べ
ま

す
。
ま
た
、
職
貝
が
相
談
・
紹

介
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

。

ご
利
用
く
だ
さ
い
(
パ
ー
ト
の

相
談
は
土
曜
日
は
お
休
み
で

す
)
。

場
所
・
問
合
せ
先

サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
ゆ
う
(
綾
瀬
駅
西

囗
下
車
徒
歩
3
分
、
綾
瀬
ブ

ル
ミ
エ
内
)

(
3
8
3
8
)
3
5
8
4

福

祉

児童手当、特例給付、
児童育成手当を

受けている方
現況届の提出を

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
児

童
育
成
手
当
を
受
け
て
い
る
方

へ

、6
月
始
め
に
現
況
届
の
用

紙
を
郵
送
し
ま
し
た

。

現
況
届
は
、平
成
4
年
度
(
平

成
4
年
6
月
～
5
年
5
月
)
の

手
当
て
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
届
け
で
す
。

送
付
さ
れ
た
現
況
届
に
記
載

さ
れ
て
い
る
内
容
を
確
認
し

、

必
要
乖
項
を
記
入
の
う
え
、
同

封
の
返
信
用
封
筒
(
切
手
不
要
)

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い

。

各
手
当
て
の
現
況
届
が
提
出

さ
れ
な
い
場
合
は

、6

月
か
ら

の
手
当
て
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で

、
必
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い

。

※
現
況
届
の
用
紙
が
届
い
て
い

な
い
方
は

、ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

提
出
期
限
6

月
3
0日

問
合
せ
先

本
庁
舎

♀

住
)
　

・
児
童
助
成
係

お
済
み
で
す
か

高
齢
者
入
浴
券

の

申

請

平
成
4

年
4

月
1
日
現
在

、7
0

歳
以
上
(
大
正
H

年
4
月
2

日
以
前
生
ま
れ
)
の
方
に

、高
齢

者
入
浴
券
を
差
し
上
げ
ま
す

。

対
象
者
に
は

、5

月
1
8日
に

「
高
齢
者
入
浴
劵
交
付
申
講
書

」

を
郵
送
し
ま
し
た
。
ご
希
望
の

方
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、6
月
1
1日
ま
で
に
返
送
し

て
く
だ
さ
い
。

入
浴
券
の
発
送
は
、6
月
下

旬
の
予
定
で
す
。

※
高
齢
者
福
祉
手
当
受
給
者
は

除
き
ま
す
。

支
給
枚
数
1
0
收
(
区
内
浴
場

組
合
共
通
入
浴
劵
)

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇
住
)
・

高
齢
者
福
祉
係

高齢者入浴券をぜひご利用< ださい

あ
っ
た
か
サ
ー
ビ
ス

の
協
力
会
員
募
集
中

高
齢
者
な
ど
手
助
け
を
必

要
と
す
る
方
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
に
、
あ
な
た
も

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

あ
い
あ
い
公
社
で
は
。
地

域
の
方
の
協
力
に
よ
り
、
区

内
の
高
齢
者
な
ど
に
き
め
細

か
な
サ
ー
ビ
ス
を
有
料
で
提

供
し
て
い
ま
す
。

公
社
で
は
、
よ
り
多
く
の

方
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
地
域
説
明
会
を
閧
催
し

ま
す
。

ぜ
ひ
、
参
加
く
だ
さ
い
。

サ
ー
ビ
ス
内
容
・
謝
礼
お

よ
び
説
明
会
の
日
程
・
会
場

は
表
4
・
5
の
と
お
り
。

く
わ
し
く
は
、
あ
い
あ
い

公
社

　
(
3
8
5
6
)
0
2
7
4

へ

表4 地域説明会日程・会場

時間はいずれも午後2時～4時30分

表5 サービ ス内容と利用料・謝礼

戦没者等の遺族の方 へ

特別弔慰金は
6 月27日が請求期限です

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

期
限
を
過
ぎ
る
と
時
効
に

よ
り
失
権
と
な
る
た
め
、

受
け
付
け
で
忝
な
く
な
り

ま
す
。

手
続
き
は
お
早
め
に
お

願
い
し
ま

す
。

□
対
象
者
　

満
州
事
変

以
降
、
軍
人

・
軍
囑
・
凖

軍
属
と
し
て

戦
死
ま
た
は

公
務
傷
病
が

原
因
で
死
亡

し
た
方
の
三

親
等
内
遺
族

で
、
法
に
定

め
る
先
順
位

の
方
が
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
。▽

昭
和
6
0年
4
月
1
日

か
ら
平
成
元
年
3
月
3
1
　

日
ま
で
の
間
に
、
公
務

扶
助
料
・
遺
族
年
金
等

の
受
給
権
者
が
い
な
く

な
っ
た
場
合

▽
昭
和
6
0年
4
月
2
日

か
ら
平
成
元
年
4
月
―

日
ま
で
の
閧
に
、
傷
祠

恩
給
・
障
害
年
金
等
の

受
給
権
者
が
、

当
該
年
金
を
受

給
す
る
原
因
と

な
っ
た
障
害
の

た
め
に
死
亡
し

た
場
合
で
、
遺

族
内
に
遺
族
年

金
等
の
受
給
檜

者
が
い
な
い
と

き
※
今
ま
で
に
特
別

弔
慰
金
を
受
け
る

権
利
を
得
た
方
お

よ
び
前
回
分
を
時

効
に
よ
り
失
権
し

た
方
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

支
給
金
額

旧
万
円

(
6
年
償
還
の
国
庫
債

券
)

請
求
・
問
合
せ
先

本
庁

舎
♀
庄
)
・
民
生
係

ひ
ろ
ば

※
先
着
順
で
、1
団

体
1
事
業
、3
ヵ
月

間
再
掲
載
不
可
。

投
稿
先・
:
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
足
立
精
神
医
療
を
考
え
る

会
「精
神
病
・
心
の
病
つ
て

何
?
」6
月
7
日
(
日
)
。

午
後
1
時
～
4
時
/
東
京
足

立
病
院
/

赤
松
　
(
3
8
8
3
)
6
3
3
1

☆
公
開
爾
座
「
日
常
生
活
の

サ
イ
エ
ン
ス
」7

月
4

・
8

・
H

・
1
5
・
1
8日

、
土
曜

日
…
午
後
3

時
～
6

時
、
水

曜
日
・・・
午
後
6
時
～
9

時
/

都
立
足
立
新
田
高
校
/
6

月

旧
日
よ
り
受
け
付
け
/

小
笠

原

　
・
、3
9
1
4
)
4
2
1
1

☆
第
3
回
北
都
展
6
月
2
3
～

2
8日
/
J
R

王
子
駅
前
北

と
ぴ
あ
/
作
品
募
集
中
(

桧

画
・
工
芸
な
ど
)
。出
展
希
望

の
方
は
7
2
円
切
手
を
同
封
し

資
料
を
謂
求
/

渡
辺

〒
1
2
3

麑
浜
5
-
1
6
1
1
8
　
(
3
8

～
)
1
3
1
2

=
募

集
=

☆
F
U
F
U

太
極
拳
ク
ーフ
ブ

毎
週
月
曜
日

、
午
唆
1

時
3
0

分
I
3

時
/

江
北
セ
ン
タ

I
/
月
額
3
千
円
/
高
橋
　

　
(
3
8
5
3
)
0
5
8
1

☆
文
学
散
歩
友
の
会

毎
月
1

回
日
曜
日
/
入
会
金
千

円
、
月
額
3
0
0
円
/
畠
山

　
(
3
8
8
3
)
0
3
6
3
(

午

後
7
時
～
9
時
)

☆
(
ツ
ピ
ー
ヨ
ガ
(
ヨ
ガ
と

気
功
)

毎
週
火
曜
日
、
午

前
1
0時
I
午
後
1
2時
3
0分
/

青
年
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千

円
、
月
額
2
千
沺
円
/
芳
井

(
3
8
8
3
)
7
3
2
5

☆
同
好
会
編
み
物
教
室
(
手

編
み
)

毎
月
第
2
・
4
木

曜
日
、
午
後
6
時
3
0分
～
8

時
3
0分
/
竹
の
筱
セ
ン
タ
ー
/

月
額
千
5
0
0円/
野
村

　
(
3
8
8
3
)
5
3
5
2

☆
同
人
雑
誌
「
砂
」会
員
募
集

年
3

回
雑
誌
発
行
/

小

説

、
随
筆
、
詩

、
評
論
な
ど
/

月
額

鷆
円
/

小
林

　
(
3
8
8
2
)
5
1
7
9

☆
中
国
蛭
覦
毎
週
火
曜

日
、午
後
7
時
～
9
時
/
北

千
住
駅
付
近
集
会
室
な
ど
/

入
会
金
千
円

、
月
額
3

千
円
/

前
沢

　
(
3
8
8
1
)
3

掲示
板

□
東
京
消
防
庁
消
防
吏
S
採

用
試
験

試
鞅
区
分

、
第
1

次
賦
験
日

▽
I
類
(
大
卒
程
度
)
・
:
9
　

月
6

日
(
2

回
目
)

▽
H
類
(
短
大
卒
程
度
了
　
7

月
1
9一日

▽
Ⅲ
類
(
高
卒
程
度
)
…
9
　

月
2
3
日

申
込
・
問
合
せ
先

▽
千
住

消
防
署

・
。(
3
8
8
2
)
　
0
1
1
9

▽
足
立
消
防

署

　
(
3
8
5
2
)
O
I
　
1
9

▽
西
新
井
消
防
署

(
3
8
～
)
0
1
1
9

・

看
護
婦
募
集

資
格

凖
・
正
看
護
婦
で

、

4
0歳
ま
で
の
方
(

区
内
の

医
療
機
関
に
動
め
て
い
な

い
こ
と
)

給
与

東
京
都
職
員
に
準
じ

ま
す

勤
務

月
4

回
夜
勤
あ
り

問
合
せ
先

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
さ
の

(
5
6
8
2
)
0
0
0
7

□
に
せ
の
税
務
調
査
に
ご
注

憲
く
だ
さ
い

最
近
、
税
務
調
査
員
を
装

っ
て
預
金
通
帳
の
提
示
を
求

め
「
こ
の
預
金
は
、
近
々
課

税
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

早
急
に
解
約
し
た
方
が
よ

い
」「
有
利
な
投
資
が
あ
る
か

ら
、
そ
ち
ら
に
投
資
し
て
み

て
は
ど
う
か
」
な
ど
と
勧
誘

し
て
回
っ
て
い
る
者
が
い
ま

す
が
、
税
務
署
と
は
全
く
関

係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
充
分

ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。
不
審
な

場
合
は
、
身
分
証
明
書
の
提

示
を
求
め
る
か
、
税
務
署
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

▽
足
立
税
務
署

(
5
6
1
6
)
2
7
2
2
　

▽
西
新
井
税
務
署

　
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

□
第
1
5回
ま
ち
づ
く
り
住
宅

デ
ー建

設
関
係
者
に
よ
る
地
域

へ
の
奉
仕
活
動
を
行
い
ま

す
。

日
時
6
月
7
日
百
)
、午
　

前
1
0
時
～
午
後
2
時
ご
ろ

場
所

区
内
約
6
0会
場

内
容

工
作
教
室
、
無
料
包

丁
研
ぎ
・
w
な
板
削
り
、

住
宅
相
談
な
ど

問
合
せ
先

東
京
土
建
足
立

支
部(

3
8
5
4
)
5
4
0
1

□
車
い
す
利
用
者
ご
招
待
　

「ピ
ア
ノ
ー
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

の
夕
べ
～
宮
沢
明
子
シ
ョ
パ

ン
を
弾
く
」

日
時
6

月
2
5日
(
木
)
、午

後
7
時
開
濔

場
所

東
京
文
化
会
館

内
容

シ
ョ
パ
ン
「
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
」
ほ
か

招
待
人
数

車
い
す
利
用
者

お
よ
び
付
き
添
い
、
計
5
　

組
(
付
き
添
い
は
犬
3
　

千
鷆
円
)

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
F
　
A
x

申
込
期
限
6

月
1
8日

申
込
・
問
合
せ
先

附
日
本

チ
ャ
リ
テ
ィ
協
会

(
3
3
4
1
)
0
8
0
3
　

F
A
x
(
3
3
5
9
)
7

□
第
3
4回
全
国
矯
正
展
(
全

国
刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即

売
会
)

日
時
6

月
1
2・
1
3日
、
午

前
9
時
3
0分
～
午
後
4
時

3
0分

場
所

科
学
技
術
館

展
示
品

各
種
ダ
ン
ス
、
サ

イ
ド
ボ
ー
ド
な
ど

即
売
品

紳
士
靴
、園
芸
品
、

陶
器
類
、
み
そ
な
ど

問
合
せ
先

法
務
省
矯
正
局

作
業
課

高
野

(
3
5
8
0
)
8
8
1
4

□
東
京
都
が
育
児
休
業
申
の

生
活
資
金
を
融
資
し
ま
す

対
象

▽
―
歳
に
満
た
な
い

子
を
養
育
す
る
た
め
に
、

育
児
休
業
を
取
る
中
小
企

業
労
働
者

▽
現
在
の
動

務
先
に
1
年
以
上
勤
務

し
、
同
一
住
所
に
3
ヵ
月

以
上
住
ん
で
い
る

、
都
内

に
在
住
か
在
動
の
方

融
資
限
度
額
1
0
0
万
円
以
内

(た
だ
し

、
育
児
休
業
期

間
や
給
与
月
額
等
に
よ
り

融
資
額
が
異
な
り
ま
す
)

利
率

年
利
3
.
6
%
(
4
月
2
0
　

日
現
在
)

※
保
証
料
は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん

。

返
済
期
間

復
職
後
5

年
以

内
(

借
入
金
額
が
3
0万
円

以
下
・
:
3
年
以
内
)
の
月

賦
返
済

問
合
せ
先

東
京
都
労
働
経

済
局
労
働
福
祉
課

(
5
3
2
0
)
4
6
5
3

□
葛
飾
盲
学
校
の
公
開

日
時
6

月
1
5
日
(
月
)
、
午

前
9

時
～
午
後
り一
時
2
0分

内
容

授
業
公
開
、
学
校
教

竒
内
容
の
説
明
ほ
か

※
目
に
障
害
の
あ
る
幼
児
、

児
童
、
生
徒
の
保
育
・
教
育

相
談
も
行
い
ま
す

。

場
所
・
問
合
せ
先

都
立
葛

飾
盲
学
校

葛
飾
区
堀
切

7
-
3
1
-
5

(
3
6
0
4
)
6
4
3
5

・

講
座
「
犯
女
性
と
仕
S

」

日
時
6

月
1
1
・
1
6
・
1
8・

2
3日

、
い
ず
れ
も
午
後
6
　

時
1
5分
～
8

時
4
5分

場
所

北
千
住
駅
ビ
ル
7

階

W
I
Z

サ
ロ
ン

内
容

ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ー
マ

ン
の
た
め
の
法
律
知
識
ほ

か
講
師

大
谷
恭
子
氏
(

弁
護

士
)

ほ
か

定
員
1
0
0
人
(

先
着
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
F
　
A
X

申
込
・
問
合
せ
先

東
京
都

王
子
労
政
事
務
所

(
3
9
0
0
)
0
1
1
7
　

F
A
X
(
3
9
0
6
)
2
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青年センターは
あなたを 待っている

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
講
座

老
人
ホ
ー
ム
で
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

区
の
特
別
養
護
参
人
ホ
ー
ム

「
ゆ
っ
あ
い
ら
ん
ど
・
さ
の
」

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
行
い

ま
す
。

日
時
6

月
1
4日
、7
月
5
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

場
所

ゆ
う
あ
い
ら
ん
ど
・
さ

の
(
佐
野
2
1
3
0
-
り一
)

対
象

高
校
生
以
上
3
0歳
ま
で

の
方

定
員
1
0
人
(
先
唇
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話

問
合
せ
先

青
年
セ
ン
タ
ー

映
像
で
見
る
世
界

第
1
4回
「
ア
フ
リ
カ
と
生
き
る
」

過
酷
な
自
然
の
中
で
暮
ら
す

ア
フ
リ
カ
の
人
々
。
大
地
レ
Eと

も
に
生
き
る
姿
を
映
像
で
見
ま

す

。

日
時
6
月
1
7
日
(
水
)
、午
後
　

7
時
～
8
時
3
0
分

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

内
容

ア
フ
リ
カ
の
国
々
の
暮

ら
し
を
描
い
た
作
品
の
上
映

鬢
用

無
料

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ

子
育
て
サ
ロ
ン

子
育
て
に
つ
い
て
、
若
い
お

母
さ
ん
同
士
の
自
由
な
お
し
や

べ
り
サ
ロ
ン
で
T

。

日
時
6
月
1
7
B
(
水
)
、午
前
　

1
0
時
～
正
午

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

S
用

無
料

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ

※
保
育
を
行
い
ま
す
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

手
づ
く
り
子
育
て
教
室

第
2
回
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ

幼
児
の
お
も
ち
や
作
ひ
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
。

日
時
6

月
2
4日
(
水
)
、
午
前

1
0時
～
正
午

場
所

青
年
セ
ン
タ
ー

定
員
2
0
人

申
込
方
法

往
復
(

ガ
キ
に

、

僅
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
、
お

子
さ
ん
の
保
育
を
希
望
す
る

場
合
は
名
前
と
年
齢
を
明
記

申
込
期
限
6

月
1
5
E
必
着

-
い
ず
れ
や
卜

申
込
・
問
合
せ
先

青
年
セ
ン

タ
ー

ー
T
1
2
3

西
新
#
1
-
4
　
1
1
7

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

友だ ち が い っぱ いい る よ

情 報 コ ー ナ ー

世帯と人口( 4 年5 月i ヒl l ai f 　
世 帯254, 066
人 口646, 132 人
男328, 489 人
夊317, 64a 人

第26回 足立区展― 力作がいっぱい―

芸術文化を愛する区民の皆さん
に育てられ、親しまれて26年。今
年もR 届カ荀刪崔さt 1ます。
すぱらしい力作をぜひご鑑賞く

ださい。
展覧期間【>洋画・彫刻少年の部　
・・・6月5日～10日じ>洋画・彫　
刻一般の部・・・6月12日～17日
[ >● 遍少年の郡・・・6月19日～24

日冫● 遭一般の部・・・6月26日　～
7 月3 日

いずれも午前10時～午後6時　　
(ただし7 月3 日は午後1 時ま
で) 、毎週火曜日休館、入場無料

場所 西新井又匣ギャラリ ー( サ
ティ4 階)

問合せ先 本庁舎( 千住) ・文化振
興係 　3882―1111㈹

生活の科学教室

みんなで商品テスト
バ ラ 売 り ハ ム・
ソーセージの添加物

子ど もた ち の 大好 き なハ ム 、ソ

ー セ ージに は 。 合噴 保 存 斟、 発色
剤など の 不安 なj 駄匐物 がど れ くら
い 使わ れて い る ので し ょう か。

表 示義 務 のな い バラ 売り の も の

を喟 入 して 、 一 縉に テ スト し て み
まし ょう。

日時に>1回目・・・7月】日( 水) 　
じ>2回目・・・7月8日( 水) 、いず　

れも乍後1時～3畤
対 象 区 内 在住 ・= ∽の 方

定 員21 〕人( 夕1冫番 順)

費 用 無 輿
( 筆E 用 具、 エプ ロン 持 参)
場 所 ・申 込 ・問 合 せ先

消 費者 セン タ ー 　3囹0- 5385

フリーマーケット開催

不用品の交換市
限り ある資 源を再 活用するた

め。不用品の交換市を開催します。
皆さんのご来場をお待ちし てい

ます。
日時6月7日( 日) 、午前l a玲～　
午後3 時( 雨天中止)

場所 梅島第一小学 校校庭( 西釿
井駅徒歩7 分)
※ 駐車場はありませんので、ご采
場の際は電車、バスをご利用くだ
さい。
問合せ先
中央本町
庁舎・リ
サイクル
推進係
3880- 　
5206

女と男のフ リー スペース

特集/ 男の育児
ステップ<1>

スタート は父親学級

今年度から 「女と男の」に生ま
れ変わったフリこ スペース。6 月
からは、「男の育児」を特集し ます。
第1 回目は、父親学級にスポッ

トをあてます。女性は、産前、産
後の母親学級に多数が参加するの
に、父親となる男性の現状はどう
でし ょうか。現場で活躍中の保健
婦さんをゲストに「男の育児」の
スタ ートを考えます。

日時6月18日( 木) 、午後6時30　
分～8時30分

ゲスト 佐々木峯子( 中央本町保
健相談所保健婦)

費用 無料
申込方法 電話
場所・申 込・問合せ先 女性総合
センター 　　3880 ―5222

女性総 合センター「情報資料室」

特別整理のため
休 館 し ま す

期間6月15日～22日

郷土史セミナ一「古 文 書 を よ む 」
博物館などを肪れるとよく目に

する古文書。現代人にはちんぷん
かんぷんな存在です。また、旧家
の物置きから古い記録が出てきた
ヵiさっぱり読めない、ということ

もよくあります。
古い文書やE 録を解読し てみた

い、その時代背景が知りたいとい
う方々に、この講座では初歩から
わかりやすくお 教えし ます。
日時6 月14日、7 月12日。8 月
9 日、9 月13日、10月n 日、11　
月8 日、12月13日、平成5 年1

月10日、2 月14日、3 月14日の　10
回
いずれも午後2時～4時

講師 小暮正利氏( 駒沢大学講師)
定員30 人( 抽選)
費用 無料
申込方法 往復ハガ キに住所 ・氏　
名・年鵬・電話番号を明記

申込期限6 月10日必蓍
場所・申込・問合せ先 郷土博物
館 〒120大谷田5- 20- 1

3620―9393

プ ラネタリウム

夏 の 投 映

大海原にロマンを求めて
マゼランの世界一周

今から500年ぐらい前まで、マゼ
ランが世界一周をはたして証明す

るまでは、地球が丸いと信じ る人
はほとんどいませんでした。
西に進路をとり、南アメリカ南

端をまわってアジアと向かったマ
ゼランたち。彼らが初めて見た星

空を、ご紹介し ます。
日時 毎凋木曜日・・-午後7 時
C>毎月第1 、3 、5 二l二躍日…午
後1 時、2 時30分、4 蒔の3 回
場所 教育センタ ー
定員172 名( 各回先着順)
費用 【>1538以下…無料、>1638　
以上… 1( XFI

問合せ先 教育センター
t SO →8801

祭りばやしの集い
笛・太鼓の音が遠くに、また近

くにも聞こえた祭りの日。懐かし
いお囃子( はやし) が、今人々の
胸によみがえる郷土芸能の集いで
す。入場無料。

日時6 月7 日( 日) 、正午開演予
定

場所 西部又匣ホール
問合せ先 郷土博物館

―3620―9393

6 月の安売りデー
青 柬物6 月' 17日( 水) ・・・黄 緑 のノ
ポリ のあ る お 店

魚6 月19 日( 金卜 ・青い ノ ポリ の

あるお店
主催 ▽ 東京都青果物商業協同組合
千住・西新井・綾瀬支部[ > 関東
水産物商業協同組合 西新井・千
住支部
後援S 立区

RECYCLEPAPER
- 森林・・ を大切にー

T. J . 240, 〔X〕0


